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チュ ー リップ球根生産における新たな施肥体系について

一球根専用緩効性肥料を用いた施肥法

井上徹彦* ・池 川 誠司**飯村成美

〔キーワードJ:チューリップ球根緩効性肥料，
施肥体系，収量

1 はじめに

富山県は冬季に積雪があり，チューリップに適し

た地温と湿度を保つことができることや，球根生産

に最適な砂壌土水田に恵まれていること，ウイルス

を伝搬するアブラムシの飛来が暖地と比べて遅い

こと，また，水田の用排水路が完備されているため

畝間潜水と徹底した排水が可能で、あることなど栽

培条件が整っており ，1993年にはチューリップ球根

出荷球数が 6，118万球まで増加した.

しかし， 1988年以降オランダ産球根の隔離検疫制

度の緩和により安価な球根が大量に輸入され，圏内

での球根単価が低迷していること，さらに近年は土

壌伝染性病害などによる単収減にも悩まされてい

* * * 

写真 l 球根植え込み機による植付けの様子

ることから，2005年には出荷球数は 2，720万球にま

で減少した.

そのような状況の中，球根生産者は農

業普及指導センターや富山県花井球根農

業協同組合などの指導機関による栽培技

術や経営のアドバイスを取り入れるなど

して，さらなる省力 ・低コスト栽培や新

たな栽培技術の導入による経営の安定化

を図っている.野菜花き試験場(現園芸

研究所)では栽培技術の改善などによる 、

品質 ・単収向上技術の開発に取り組んで

いるが，ここでは新たな施肥体系技術に

ついて紹介する.

写真 2 手直しと覆土作業の様子

富山県農林水産総合技術センター園芸研究所，現高岡農林振

興センター (Tets凶ikolnoue) 

日富山県農林水産総合技術センター園芸研究所，現富山県環境

科学センター (Seijilkegawa) 

...富山県農林水産総合技術センター園芸研究所，現富山県農業

技術課広域普及センター (N町umiIimura) 
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富山県でのチューリップの植え付けは，

①闘場に肥料や土壌改良資材を施用した

後に全面耕起する，②畝になる部分に専用の植え込

み機(写真 1)によって球根を 6条で落としていく，

③人手によって株聞や球根の向きを手直しする，④
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植根球

慣行の球根植え付け法と畦中植え込み栽繕法の比較図(浦島原図 1999)

覆土機を用いて覆土する，というのが慣行法である

(写真 2，図1) .この方法では闘場の土壌水分が

高いと植え付け時の覆土量が確保できず収量が低

下してしまうため，大規模生産者は天候が不順とな

りやすい11月中旬以降の植え付けに苦労していた.

また，手直し作業の人手も含め 1日30aの植え付

けを 10人程度で、行っており，省力化を求められて

いた.

そこで，成形ロータリーなどであらかじめ作って

おいた高畝に球根を5条で植え付けることが可能な

「整畦植え込み機J (写真 3)が県内の球根生産者

藤崎祐一氏によって考案され， 2000年に製品化され

た.この機械を用いた「畦中植え込み栽培J (図1)

では，植え付け時の必要人員を今までの約 10人か

ら3人まで減らすことができるため，植え付けコス

トの大幅な削減が可能となる.

3.新しい球根専用肥料

「バルブクイーン」の開発

チューリップの生育は，母球からの栄養と土壌中

から吸収した肥料成分によって生育するが，図2の

とおり水分吸収は 3 月 ~5 月にかけて多くなり ， 窒

素吸収量は 11~ 12 月と 3~5 月にかけて高まってい

写真3 整畦植え込み機による植え込み作業の様子

る(萩屋ら 1966).チューリップの地上部の生育や

球根の肥大には窒素が最も影響するため(筒井ら

1963) ，チューリップが必要とする時期に必要なだ

け窒素を供給できるようにすることが重要である.

富山県におけるチューリップ球根栽培では，これ

まで球根専用肥料 「フミンホスカ (N-P-K=

9-12-18) Jが用いられてきた チューリップは窒



いわゆる「力のある球根Jを生産する上での問題点

となっていた.

そこで，緩効性で窒素利用率の高い被覆尿素肥料

LPコート 30日タイプ(以下 LP30) を窒素源とし

た球根専用肥料の開発を行った.表 1は， LP30の

施肥量と球根収量の関係を検討するために，‘Leen

van der Mark (球根腐敗病抵抗性:弱，肥大性中)， 

の9cm球を供試品種として， 慣行の「フミンホス

カJ (9. 0 kgN/10a) とLP30の 3段階の施肥量に

より植え付けた結果である.

LP30の施用では窒素施用量を「フミンホスカ」

の 40%に減肥しでも，球根肥大が向上し 11cm以

上の主球の割合が高くなり，出荷球数を減少させる

主原因である球根腐敗病擢病率が増加していない

ため，収量は慣行と同等以上となっている.さらに

施肥窒素利用率はフミンホスカjが約 3害IJであ

るのに対し，LP30の40%減肥では約8害IJと高くなっ

ていることから，環境負荷を低減できるだけでなく，

窒素含量の高い球根を得ることができた.この試験

の収穫球を使った促成切り花試験では，種球の窒素

肥料由来
窒素利用率

(%) 

29.0 

57.0 

76.8 

67.5 

収穫球

窒素含量
(%) 

1.14 

1.24 

1.28 

1.19 

0.94 

(2002) 

圃場裂皮

球根腐敗
病羅病率

(%) 

4.0 

4.5 

0.6 

1.7 

0.7 

肥料の種類が‘Leenvan der Mark'の球根収量に及ぼす影響 (100株換算)

写真4

園場
裂皮率

(%) 

19.1 

23.4 

18.4 

17.5 

9.4 

(2008年)
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ミ13cm 12cm 11cm 10cm 

6 32 41 17 

13 37 36 12 

10 35 42 11 

10 36 35 

8 43 42 

第8号第 83巻

素施用量を増加すると球根肥大は向上するが，球根

腐敗病や園場裂皮(写真4) の発生も増加し，単収

をかえって下げることがある.富山県の慣行窒素成

分施用量は 10a当たり 9.0kgに抑えてあり，基肥

として耕起前に 6.3kgN/10aを全層施肥し， 12月

上中旬に秋追肥として2.7kgN/10aを畝表面に施用

している. しかしフミンホスカj の施肥窒素は

速効性が高く，その利用率の低いことが明らかと

なっており，地下部への流亡といった環境面や，切

り花ボリュームを得るために球根窒素含量が高い，

(
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図 2 1日当たりの養水分の時期的吸収量
(萩屋 ・雨木 1966)豊田(1972)より引用.

農業および園芸

n 

子球重
(g) 
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1.241 

1，084 

主球重
(g) 

2，941 
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一一ー 吸水量
一--N吸収量
--K吸収量
…P吸収量

フミンホスカ
LP30 7. 2kg (20 %減肥)

LP30 5.4kg (40%減肥)

LP30 3.6kg (60%減肥)
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含量が高いほど切り花の重量が増加した(図 3) . 

さらに，‘ComeBack (球根腐敗病抵抗性:弱，肥

大性:大) ，や'Ilede France (同;中，中) ，に

おいても同様の結果を得た.

LP30を用いると球根の窒素含量が高まるが，そ

の球根を LP30施用で再度栽培した場合に球根腐敗

病などが増加することが予想され， 10月下旬植えに

おける LP30の連用試験を実施した.2000年に LP30

で栽培・収穫した球根を翌年も LP30を施用して栽

培したところ， 収穫球の窒素含量は高まったものの

球根腐敗病擢病率や圏場裂皮率は増加しなかった

34.0 

32.0 

同

盟30.0
z、

31.2 

32.5 
32.0 

31.5 

B 28.3 

28.0 

26.0 

フミン LP30 LP30 LP30 
無窒素

ホスカ 7.2kg 5.4kg 3.6kg 

種球の施肥法

図3 種球の施肥法が切り花重に及ぼす影響
(飯村ら 2003)

低温処理 8月中旬より予備冷蔵(l5"C)2週間，本冷蔵(5"C)

8週間

値付け 2001年 10月29日，加混開始 2001年 11月15日
(最低 15"C)
種球には表 lの収穫球 (11cm球)を用いた

図画場 図球根 口球根
裂皮率(%) 腐敗病羅病率(%) 窒素含量(%)

40 1.4 
35 32.0 

1.3さ30 
酬25 

1.2 相機20 
15 1.1側

10 
1.0喜

5 。 。。 0.9 
フミンホスカ LP30 5.4kg 無窒素

図4 肥料の連用が球根品質に及ぼす影響
(飯村ら 2003)

植付け 2001年 10月初日(表2の収穫子球8cm球)
追肥 2001年 12月 19日
掘取り 2002年6月 13日

-ミ12cm回 llcm 口10cm 図球根
腐敗病様病率(
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図 5 施肥法の違いが球根収量に及ぼす影響
(飯村ら 2002，上層施肥)

(図 4).以上の結果から， LP30は全層施肥におけ

る窒素源として適しており， 10月中下旬に全層施肥

し，慣行法により植え付けた場合，施肥量は 5，4

KgN/10aが適当であると考えられた.

畦中植え込み栽培で一般的な施肥法は，植え付け

直前に畝の表面に施肥をして植え付け時にロータ

リーで土壌と混和する「上層施肥」である， 2001 

年に‘Leenvan der Mark'と‘ComeBack'をLP30，

4.5 KgN/10aの上層施肥で畦中植込み栽埼により

植え付けた結果，慣行と同等以上の収量性を得られ

た(図 5) また， 11月中旬の上層施肥における I

LP30の連用試験を行ったところ，図 4の場合と同

様，収穫球の窒素含量は高まったものの圃場裂皮率

や球根腐敗病擢病率は増加しなかった(飯村ら

2002) ，以上の結果， LP30は上層施肥における窒

素源としても適しており， 11月中旬に上層施肥し，

畦中植込み栽培により植え付けた場合，施肥量は

4，5 KgN/10aが適当であると考えられた.

LP30がチューリ ップ球根生産に適していること

が明らかとなったため， 2002年から全農BB工場に

おいて袋 15kg (N-P-K=15-9-17)の球根専用

BB肥料「パノレブ、クイーンJとして製造 ・販売され

ている， 10 a当たり 30kg施用で N-P-K=

4. 5kg-2. 7kg-5. 1kgとなるよう設計されており， リ

ン酸 ・カリ の量が慣行 (P-K=12kg-18kg) よりも

少ないのは，先に水稲関係で調査された県内水田の

リン酸，カリの作土中含量のデータを基に，その配

合割合を必要最小限としてあるためである.

「パノレブクイーン」は全量基肥施肥肥料のため，

従来の 12月追肥の必要がなくなり，省力化につな

がっている.また，施肥量もこれまでの 10a当た
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り100kgから 30kgと少なくなるため，畦中植え

込み栽培における植え付け時の施肥では，畝の上に

散布しやすい.ただし，コーティング肥料である

LP肥料を用いているため，散布時に被膜に傷を付

けないようにする必要がある.

4. rバルブクイーン」を用いた
施肥法の検討

先に明らかとなった 10月中下旬植え ・全層施肥

および 11月中下旬植え ・上層施肥でそれぞれ 5.4

kg/10aと4.5kg/10aという窒素施用量が， 11月中

下旬植え ・全層施肥および， 10月中下旬植え ・上層

施肥，という 2通りの栽培法にも対応できるのか確

認した.

(1)全層施肥と上層施肥における窒

素吸収 量 の推ョ移

2004年に本県のチューリップ栽培で一般的に行

われている「全層施肥」と，畦中植え込み栽培での

「上層施肥Jにおける「パノレブ、クイーンJ • rフミ
ンホスカj施用時の窒素吸収量の推移について調査

した. 10月下旬植えは 10月 25日に， 11月下旬植

えは11月24日に， rパノレブpクイーンJ(4. 5 KgN/10a) 
と「フミンホスカ (6.3 KgN/10a) をそれぞれ施

用し 'Leenvan der Mark'の球周 9cm球根を植

え付けた.図 6に示すように，全層施肥は，球根植

-ー上層・BQ5.41沼
田噛田上層.FH9.0kg
.・ -全層・BQ5.4kg
.企・全層.FH9.0kg
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施肥位置 」 植付け
1 球根位置

/了
図6 試験時の全層施肥と上層施肥のモデノレ

え付け位置から地下10cmの範囲に肥料を半量施用

して球根を植え付け， 12 cm覆土した後，残り半量

施用して覆土高 15cmとした.また，上層施肥は，

球根植え付け後に 12cm覆土し，肥料を全面散布後，

覆土高 15cmとした(以下同様) • rフミンホスカ」
区は 12月に 2.7KgN/10aを追肥した.萌芽期 (3

月 24日)，開花期 (4月22日)，球根肥大中期 (5

月 17日) ，掘り取り期 (6月 15日)の 4段階の生

司ー田上層・BQ4.5kg
帽噌岡田上層・FH9.0kg
.・・ 全層・BQ4.5kg・..全層.FH9.0kg

80 
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萌芽期 開花期肥大中期掘取期 務芽期 開花期肥大中期掘取期

10月下旬槌え 11月下旬植え

図7 施肥法 ・施肥位置および時期によるチューリ ップの窒素吸収量パターン (2005)

FH:フミンホスカ BQ パノレプクイーン
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下や腐敗球の増加が認められずフミンホスカJ

と同等の収量が得られた.

これらにより， 11月中下旬櫛え付けの全層施肥に

おいてパルプ‘クイーンJの窒素施用量は 4.5 

kg/10a ( rフミ ンホスカjの5割減)で十分である
ことが明らかとなった.

(3) 1 0月中下旬植え・上層施肥

10月中下旬植え ・上層施肥における「パノレブク

イーンJの適正施用量を調査するため， 'Leen van der 

Mark'と 'ComeBack'をそれぞれ 5.4KgN/10a， 

4.5 KgN/10a， 3.6 KgN/10aで植え付け，試験を行っ

た.この施肥法で，全層施肥 (5.4KgN/10a) と比

較した結果， 4. 5 KgN/10a施肥で， 5.4 KgN/10a 

全層施肥と同等以上の出荷球数が得られた(図 9).

これらにより， 10月中下旬植え付けの上層施肥に

おいて「パルプクイーン」を施用する場合，窒素施

用量は「フミンホスカ」の窒素施用量 9.0kg/10a 

の 5割減の 4.5 kg/10aが適していることが明らか

となった.

(4)LP30の溶出パターン

「パノレブ、クイーンJに用いている LP30は，視度

(地温)によって窒素の溶出速度が変化する.図 10

は，暖冬年の 2004年と寒冬年の 2005年の秋に，そ

れぞれ畝表面から 15cm(球根植え付け位置)に LP30

を埋め込み，月 1回サンプリングして PDAB法によ

る吸光光度法により残存窒素量を分析した結果で

ある(分析はチッソ旭).暖冬年と寒冬年ではとく

井上他:チューリップ球根生産における新たな施肥体系について

育ステージにサンプリングし，風乾後ケルダール法

を用いて分析し，無窒素区との差し引きにより施肥

窒素吸収量を算出した.

その結果，10月下旬， 11月下旬植えとも，施肥

窒素吸収量は上層施肥の方が高くなった(図 7) . 

また，全層施肥の場合はバルブクイーン」は窒

素施用量を「フミンホスカJ (6.3 KgN+2. 7 KgN) 

の 50%に減肥しているにもかかわらず， 10月下旬

植え， 11月下旬植えとも「フミンホスカJとほぼ同

様な窒素吸収量のパターンを示すことが明らかと

なった.

(2) 1 1月中下旬植え・全層施肥

‘Pink Impression (球根腐敗抵抗性 :強，肥大性:

、大) ，と‘Leenvan der Mark' を用い， 11月中下

旬植え ・全層施肥の慣行植え込み栽培で、試験を行っ

た結果，図 8に示すように「パノレブクイーン」の 4.5 

KgN/10aにおいても‘PinkImpression'では「フミ

ンホスカJと同等以上の出荷球数を得られた.‘Leen

van der Mark'でも，球周 12cm以上の球根が減少

したものの，出荷球である 10cm以上の出荷球の低
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に 11月下旬埋め込みで年内の溶出量の差が大きく

なっている.窒素の溶出量は，球根収量にも関わる

ことであるが，図 11のとおり寒冬年で年内の溶出

量が少ない 2005年植え付けの収穫球は，球根の肥

大性が悪く球根腐敗病羅病率が高かった.しかし，

この年は「フミンホスカ」施用の場合でも球根収量

が大幅に下がっており(データなし) ， Iバルブク

イーン」の窒素溶出の遅延が収量に及ぼす球根影響

については今後再検討する必要がある.

(5)まとめ

これまでの 5年間の結果から，本県のチューリッ

プ球根栽培で現在行われている作型に対応した「バ

ルブクイーン」の施肥量をまとめると表2のように

なる.これは慣行肥料の 4~6 割の窒素施用量であ

り，高い利用率からみても環境負荷の少ない施肥体

系と言える.この間， 11月中旬以降の気象が温暖な

年や寒冷な年もあったが，気象の年次変動にかかわ

らず「パノレブ、クイーンjを施用することで「フミン

ホスカj と同等以上の収量が得られている.

ただし，球根腐敗病に弱し、品種ではこの施肥量で

も腐敗が増加することもあるのでパノレブ、クイー

図 11

施肥時期と施肥法別の「バルブクイーン」
窒素施用量 (kg/lOa)

施肥方法
(施肥位置)

バルブクイーンの窒素施用量
(kg/lOa) 

10月中下旬植え 11月中下旬植え

表 2

4.5 

4.5 

5.4 

4.5 

慣行
(全層施肥)

畦中植込み
(上層施肥)
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